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※休診日は日曜・祭日・年末年始

新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 財津祐典 松村所長

新田英昭注②
診療受付

10:00～
12:30

（訪問診察）

関口康宣

第1.3.5
森田
第2.4

工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来

松村所長

注①
予約外来

松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来

松村所長

関口康宣 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～
12時30分

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・神経内科)

青山麻織
（糖尿病・
予約制）

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村所長

(内科)

外来休診

田村所長

(訪問診療)

外来休診

佐野裕之

(訪問診療)

田村所長
(内科)

訪問診療

鎌田

外来休診

休診田村所長

(訪問診療)

夜間

18時～20時
休診

田村所長

(内科)

大倉哲朗

(内科外科)
休診

田村所長

(内科)
休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 瀬底

午後

14時～17時
高野所長 高野所長

外来休診
高野所長

外来休診
休診

訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ

バ
ス

ケ
ッ

ト

葛
西

み
な

み
高

校
入

口

環
七

通
り

↑

バスターミナル

浦安方面→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

環
七
通

り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街
道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

新
小
岩

駅

平
和
橋
通
り

松
島

四
丁

目
公

園

市
川
方
面
→

松
島
通
り

新
小

岩
診
療

所
↓

江
戸
川
区
で
は
今
年
も
国
保
・

長
寿
健
診
が
無
料
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

10月
末
ま
で
お
こ
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

受
診
対
象
は
、
国
保
健
診
が

15

才
～

74才
で
、
区
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
の
方
。
長
寿
健
診
は

75
歳
以
上
で
区
民
の
方
で
す
。
対
象

者
に
は
区
役
所
か
ら
受
診
券
が
届

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
早

め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
も

受
診
券
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
方

は
、
区
の
医
療
保
険
課
（
直
通
電

話
５
６
６
２
―
０
６
２
３
）
に

連
絡
し
、
名
前
と
生
年
月
日
を
伝

え
て
再
発
行
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

身
体
健
診
の
あ
と
は

歯
の
チ
ェ
ッ
ク
受
け
よ
う

噛
め
な
い
食
品
が
増
え
た
、
む

せ
る
、
食
べ
こ
ぼ
す
、
何
と
な
く

会
話
が
し
に
く
く
な
っ
た
、
食
欲

が
な
い
、
少
し
し
か
食
べ
ら
れ
な

い
…
な
ど
。
最
近
こ
の
よ
う
な
お

口
の
衰
え
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
身

体
の
健
診
を
受
け
た
後
は
「
江
戸

川
歯
つ
ら
つ
チ
ェ
ッ
ク
」
が
あ
り

は

ま
す
。
無
料
で
年
１
回
受
診
で
き

ま
す
。
近
く
の
か
か
り
つ
け
歯
医

者
さ
ん

〝
歯
つ
ら
つ
チ
ェ
ッ
ク
を

は

受
け
た
い

〟
と
電
話
予
約
し
て
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
（
指
定
歯
科
医

院
に
は
ピ
ン
ク
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が

貼
っ
て
あ
り
ま
す
）

友
の
会
が
紹
介
す
る
診
療
所

◎
新
小
岩
診
療
所

松
島
４
‐

27‐
２

℡
３
６
５
１
‐
２
９
４
４

（
必
ず
電
話
予
約
を
）

◎
葛
西
み
な
み
診
療
所

南
葛
西
２
‐

12‐
１

℡
５
６
７
９
‐
７
１
４
４

（
必
ず
電
話
予
約
を
）

※
火

・
金

曜
日

が
比

較
的

空
い

て
い

ま
す

。

◎
一
之
江
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

一
之
江
３
‐
２
‐

35

℡
３
６
５
６
‐
６
６
８
８

（
予
約
不
要
）

※
受
診
の
際
は
、
マ
ス
ク
を

お
忘
れ
な
く

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
る
た
め
も

国
保

・
長

寿
健

診
を

受
け

ま
し

ょ
う

10月
末
ま
で
区
が
無
料
で
実
施

葛西みなみ診療所で受診する会員さん
毎年早めの受診を勧めています

江戸川健康友の会は、毎年 10 月の乳

がんの早期発見を呼びかける｢ピンクリ

ボン運動」月間に乳がん健診を実施し

ていますが、今年は新型コロナ感染の

影響で実施できなくなりましる。受診

を予定している会員の方は「江戸川区

医療検査センター」（タワーホール船堀

６階・℡：5171-8818 要予約）をご利用

ください。

子宮がん検診につ

いても実施できませ

んので、区内の医療

機関をご利用くださ

い。
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影

響
で
、
２
０
１
９
年
度
の
定
期

総
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
７
月
に
開
い
た
友
の

会
役
員
会
は
、
総
会
に
代
わ
る

機
関
と
し
て
、
２
０
１
９
年
度

の
活
動
を
ま
と
め
、
会
計
決
算

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
２
０
２

０
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
方
針
を
継
続
す
る

こ
と
と
し
、
予
算
を
決
め
、
あ

わ
せ
て
役
員
も
全
員
留
任
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
以
下
、

活
動
方
針
の
要
旨
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

２
０

２
０

年
度

活
動

方
針

「
コ
ロ
ナ
感
染
社
会
」
と
い

う
特
別
な
状
況
下
で
は
、
会
員

の
安
全
・
安
心
が
第
一
で
す
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
対
策
を
講

じ
、
工
夫
し
た
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

◎
会
員
・
区
民
を
対
象
に
「
命

と
く
ら
し
を
守
る
友
の
会
電

話
相
談
」
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
気
に
な
る
会

員
、
特
に
高
齢
会
員
へ
の
訪

問
活
動
も
お
こ
な
い
ま
す
。

◎
「
全
世
代
型
社
会
保
障
」
の

名
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医
療

費
の
窓
口
負
担
の
２
割
引
き

上
げ
、
高
齢
者
雇
用
の
押
し

つ
け
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料

化
、
要
介
護
１
・
２
の
生
活

援
助
の
見
直
し
な
ど
に
反
対

し
、
社
会
保
障
の
拡
充
を
求

め
る
運
動
を
進
め
ま
す
。

◎
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」

を
広
げ
て
、
日
本
政
府
が

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
を
支

持
す
る
側
に
立
つ
よ
う
、
ま

た
、
世
界
で
条
約
が
発
効
す

る
よ
う
世
論
を
高
め
る
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

改

憲
発
議
に
反
対
す
る
「
全
国

緊
急
署
名
」
を
広
げ
、
憲
法

の
平
和
・
人
権
・
民
主
主
義

が
生
か
さ
れ
る
政
治
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

◎
江
戸
川
社
会
保
障
推
進
協
議

会
、
原
水
協
な
ど
区
内
の
民

主
団
体
と
連
携
し
、
江
戸
川

区
へ
の
要
望
活
動
、
大
気
汚

染
を
な
く
す
会
と
共
に
自
転

車
レ
ー
ン
の
増
設
、
沿
道
緑

化
な
ど
、
き
れ
い
な
空
気
と

緑
を
増
や
す
、
公
害
を
な
く

す
活
動
に
と
り
く
み
ま
す
。

◎
江
戸
川
区
の
熟
年
者
健
診
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

な
ど
の
健
診
の
声
か
け
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
事
業
で

あ
る
「
サ
ロ
ン
･
さ
わ
や
か
喫

茶
」
の
利
用
者
を
増
や
す
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

◎
楽
し
み
と
生
き
が
い
が
う
ま

れ
る
「
友
の
会
サ
ー
ク
ル
活

動
」
を
活
発
に
し
、
仲
間
増

や
し
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

◎
医
療
・
介
護
・
年
金
な
ど
、

権
利
と
し
て
の
社
会
保
障
制

度
の
学
習
活
動
を
す
す
め
ま

す
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、飛沫を抑え

るマスク着用は定着しましたが、鼻汁や唾液が手と物を

介して「接触感染」しないよう引き続き注意が必要で

す。

むやみに顔を触らないことや、こまめな手洗いが勧め

られています。手洗いは石けんを使うと良いのですが、

流水で丁寧に洗うだけでも十分ウイルス量を減らせま

す。洗い場がないときの手指の消毒は、アルコールを

しっかりすり込みましょう。

ウイルスが付着した可能性がある共用部のドアノブや

トイレの流水レバー、コンピュータのキーボードなどを

消毒することも必要です。これらは貴重なアルコールや

面倒な塩素系薬品を使わなくても、低刺激の台所用合成

洗剤を活用して簡単に消毒できます。

国の感染症情報センターが 2003年に出した「SARSに

関する消毒（三訂版）」では、台所用合成洗剤に浸した

雑巾でテーブルを 2度拭き、食器は洗剤に 5分以上浸し

たあと通常の洗浄を行うという方法を示しました。さら

に経済産業省は今年 5月、新型コロナウイルスへの効果

を確認した NITE（独立行政法人 製品評価技術基盤機

構）の研究を紹介し、「ご家庭にある洗剤を使って身近

な物の消毒をしましょう」と発信しています。

消毒液の作り方は、500mlの水に対して 5ml程度以上

の台所用合成洗剤を加えるだけです。経産省は消毒した

物が傷むことを恐れて仕上げ拭き（水拭き＋乾拭き）を

求めていますが、すでに希釈済みの台所用洗剤は「2度

拭きいらず」をうたっています。完璧を求めず、長く実

施できる省力化も大切ではないでしょうか。

危険な消毒薬は避けて

厚生労働省などから塩素系漂白剤を使う方法が紹介さ

れていますが、お勧めできません。漂白剤の成分「次亜

塩素酸ナトリウム」は、塩素を安定化するため強アルカ

リ性となっています。金属や繊維を腐食させ、吸い込む

と呼吸器系の問題も引き起こす危険な物質です。消毒の

効果は確実ですが、「こん棒でハエを叩くようなもの」

と評価されています。

名前のよく似た「次亜塩素酸水」は十分な濃度と量が

なければコロナウイルスに対して有効でなかったとの報

告があり、注意を喚起しています。塩素が体質的に合わ

ない人への配慮が必要で、噴霧して使うことは避けてく

ださい。 「いつでも元気」誌より転載

編
集
後
記

友
の
会
だ
よ
り
は
現
在
８
人
の
編
集
委

員
が
携
わ
っ
て
編
集
会
議
を
行
い
、
友

の
会
の
皆
様
に
ほ
ぼ
毎
月
た
よ
り
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
▼
最
近
は
編
集
作
業

中
に
終
息
が
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
情
報
・
話
題
で
持
ち
切
り
で

す
。
身
近
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
し
た
人
、

検
査
が
な
か
な
か
受
け
ら
れ
な
い
人
、

ま
た
無
症
状
陽
性
者
か
ら
の
罹
患
で
感

染
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
等
様
々
で

す
。
最
近
で
は
家
庭
内
感
染
の
報
道
も

多
く
若
年
層
・
高
齢
者
層
問
わ
ず
感
染

リ
ス
ク
が
高
ま
り
不
安
が
募
っ
て
い
ま

す
▼
世
田
谷
モ
デ
ル
の
事
例
も
あ
り
、

不
安
を
取
り
除
く
に
は
一
刻
も
早
く
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
必

要
な
人
が
必
要
な
時
に
、
す
ぐ
に
検
査

が
出
来
る
体
制
の
拡
充
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
▼
今
年
は
長
い
梅
雨
が
明
け
た

途
端
に
猛
暑
が
続
き
、
コ
ロ
ナ
感
染
予

防
対
策
だ
け
で
な
く
、
熱
中
症
対
策
も

大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。
就
寝
時
も
エ

ア
コ
ン
を
か
け
、
健
康
に
留
意
し
て
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（
矢
野
）

役立つ健康メモ 79 薬の話№48

コロナの感染予防と消毒
２
０
１
９
年
度
活
動
の
ま
と
め

及
び

２
０
２
０
年
度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て

江
戸
川
健
康
友
の
会

役職名 氏 名 地 域

会 長 猪 瀬 悠 紀 子 中 央

副 会 長

鈴 木 正 美

矢 野 孝

渡 辺 利 子

西 葛 西

葛 飾 細 田

東 瑞 江

事 務 局 長 黒 木 武 義 南 葛 西

事務局次長

佐 藤 翼

丸 山 愛 三

石 川 恵 一

西 山 千 尋

藤 巻 良

西 葛 西

松 島

職 員

職 員

職 員

幹 事

青 柳 恵 美 子

有 馬 三 郎

荒 川 す み 子

石 井 う た

石 井 勝 治

伊 藤 信 子

飯 島 新 二

今 関 カ ネ 子

臼 井 佑 希 子

遠 藤 哲

太 田 美 音

久 高 美 枝 子

小 林 功

櫻 井 和 代

佐 藤 ケ イ 子

嶋 村 伸 子

武 居 一 夫

高 野 芳 子

千 葉 邦 彦

寺 澤 カ ツ

遠 田 雄 一

中 村 栄 子

日 影 館 一

福 本 悦 子

正 木 千 恵

森 岡 糸 子

森 野 操

渡 部 周 次 郎

松 島

北 葛 西

東 瑞 江

西 葛 西

西一之江

東 葛 西

西 葛 西

清 新 町

南 篠 崎

南 葛 西

清 新 町

南 葛 西

江 戸 川

江 戸 川

東 葛 西

東 葛 西

中 葛 西

南 小 岩

南 葛 西

南 葛 西

中 葛 西

鹿 骨

職 員

中 葛 西

南 葛 西

臨 海 町

西 瑞 江

一 之 江

会 計 監 査
表 優 子

金 谷 昇 一

職 員

中 央

相 談 役 八 巻 登 北 篠 崎

2020年度役員（留任）
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▼
俳

句
江
戸
川

長
沢
常
良

土
鈴
買
う
入
谷
の
富
士
の
山
開
き

笛
吹
川
大
曲
り
し
て
芙
美
子
の
忌

夾
竹
桃
昭
和
一
け
た
元
気
だ
ぞ

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

久
び
さ
に
友
も
巣
ご
も
り
色
白
く

楽
し
み
な
流
し
そ
う
め
ん
今
年
無
く

涼
し
げ
な
柄
の
手
作
り
夏
マ
ス
ク

石
甲
斐
初
魚

ザ
リ
ガ
ニ
を
鳥
賊
で
釣
る
子
や
コ
ロ
ナ
の
日

沈
丁
花
の
匂
ひ
び
し
て
路
地
暮
る
る

▼
川

柳
江
戸
川

小
林

功

動
き
回
る
子
ど
も
は
無
縁
肩
の
凝
り

入
学
式
友
み
な
マ
ス
ク
歌
も
無
く

ネ
ク
タ
イ
の
締
め
方
忘
れ
あ
せ
る
通
夜

戦
争
も
疫
病
炎
暑
も
く
ぐ
り
抜
け

３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

地
元
の
活
動
に
参
加
し
て

北
葛
西

笹
本

美
園

各
地
域
で
参
加
さ
れ
て
い
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
地
元
の
「
く

す
の
き
ク
ラ
ブ
」
に
現
在
携
わ
っ
て

い
ま
す
の
で
そ
の
活
動
の
一
端
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

老
人
会
を
江
戸
川
区
で
は
「
く
す

の
き
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
名
称
で
呼
ん

で
い
ま
す
。
私
は
地
元
の
宇
喜
田
新

町
自
治
会
に
所
属
す
る
「
く
す
の
き

新
町
長
寿
会
」
の
役
員
の
任
務
に
つ

い
て
お
り
ま
す
。
財
政
的
に
は
江
戸

川
区
と
自
治
会
の
助
成
金
で
運
営
し

て
い
ま
す
。
平
成

22年
の
世
話
人
よ

り
は
じ
ま
り
、
会
計
、
副
会
長
を
経

て
平
成

29年
よ
り
会
長
の
任
に
あ
り

ま
す
。
と
に
か
く
忙
し
い
の
で
す
。

現
在
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
集
合
し
て

の
会
議
は
無
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

月
一
回
の
会
長
の
集
ま
り
（
定
例
理

事
会
）
、
専
門
部
の
会
議
も
年
２
～
３

回
、
専
門
部
の
担
当
す
る
行
事
の
際

は
、
要
員
と
し
て
の
仕
事
も
あ
り
ま

す
。地
元
の
ク
ラ
ブ
で
は
、
ダ
ン
ス
ス

テ
ッ
プ
を
基
に
し
て
の
リ
ズ
ム
運
動

を
主
催
し
て
お
り
、
毎
週
金
曜
日
午

後
二
時
間
。
月
一
回
の
う
た
う
会
。

年
一
回
の
総
会
と
懇
親
会
、
新
年

会
、
そ
し
て
誕
生
会
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
多
人

数
の
飲
食
を
伴
う
会
食
は
自
粛
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
々
の
行

事
の
段
取
り
、
準
備
は
役
員
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
パ

ソ
コ
ン
の
入
力
は
、
役
員
の
方
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
が
、
月
一
回

ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
も
行
っ
て
い
ま

す
。活
動
に
参
加
し
は
じ
め
た
頃
は
組

織
の
こ
と
も
余
り
分
か
ら
ず
、
全
体

像
が
見
え
な
か
っ
た
り
も
し
ま
し
た

が
、
段
々
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
何
よ
り
も
地
元
の
同
世
代
の

方
々
と
交
流
を
深
め
た
り
、
他
の
地

区
の
方
と
も
知
り
合
い
に
な
っ
た

り
、
得
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
の
が

実
感
で
す
。

個
人
的
に
は
、
朗
読
と
大
正
琴
の

サ
ー
ク
ル
を
、
ま
た
、
９
条
の
会
の

活
動
な
ど
に
も
参
加
し
て
お
り
、
皆

様
も
ぜ
ひ
自
治
会
や
「
く
す
の
き
ク

ラ
ブ
」
の
活
動
に
参
加
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
短

歌
西
瑞
江

豊
田

育
子

無
差
別
に
町
を
襲
ひ
し
米
軍
の
機
銃
掃
射
に
友
は
斃
れ
ぬ

た
お

下
町
の
大
空
襲
に
逃
げ
場
な
く
学
校
プ
ー
ル
に
児
童
ら
死
に
た
り

慰
霊
堂
の
め
ぐ
り
に
鳩
は
群
が
れ
り
七
十
五
年
い
く
さ
無
き
地
に

戦
災
に
果
て
し
命
は
何
語
る
こ
の
街
に
住
み
し
平
凡
な
日
々
を

空
襲
に
別
れ
し
ま
ま
の
わ
が
友
よ
七
十
五
年
少
女
の
ま
ま
に

エッセイ

長
野
県
の
特
養
施
設
「
あ
ず

み
の
里
」
で
、
２
０
１
３
年

12月

入
所
女
性
（
当
時

85

才
）
に

ド
ー
ナ
ツ
を
与
え
て
窒
息
さ

せ
、
そ
の
後
死
亡
さ
せ
た
と
し

て
業
務
上
過
失
致
死
罪
に
問
わ

れ
、
２
審
で
逆
転
無
罪
判
決
が

言
い
渡
さ
れ
た
女
性
准
看
護
師

（

60才
）に
つ
い
て
東
京
高
検
は
、

８
月

1 1日
上
告
を
断
念
し
ま
し

た
。
無
罪
が
確
定
し
ま
し
た
。

高
検
の
検
事
は
「
判
決
内
容

を
十
分
に
検
討
し
た
が
適
法
な

上
告
理
由
が
見
出
せ
な
か
っ

た
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
出
し
ま
し

た
。

介
護
中
の
急
変
で
個
人
の
刑

事
責
任
が
問
わ
れ
た
異
例
の
裁

判
で
、
介
護
や
医
療
関
係
者
は
、

准
看
護
師
の
過
失
を
認
め
た
一

審
判
決
に
「
現
場
を
萎
縮
さ
せ
、

担
い
手
が
い
な
く
な
る
」
な
ど

と
世
論
に
訴
え
無
罪
を
求
め
る

要
請
署
名
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

江
戸
川
友
の
会
も
東
部
ブ

ロ
ッ
ク
の
皆
さ
ん
と
共
に
署
名

を
集
め
、
現
地
の
長
野
県
に
送

り
ま
し
た
。

准
看

護
師

の
逆

転
無

罪
確

定

「
特

養
あ
ず
み
の
里
」
控
訴
審
判
決

東
京
高
裁
は
、
７
月

13日
、

乳
腺
外
科
医
師
冤
罪
事
件
の
一

審
無
罪
判
決
を
破
棄
し
て
、
懲

役
２
年
の
実
刑
判
決
を
言
い
渡

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
瞬

間
、
弁
護
人
も
傍
聴
人
も
信
じ

ら
れ
な
い
と
い
う
驚
き
の
表
情

で
予
想
も
し
な
か
っ
た
不
当
判

決
に
唖
然
と
し
て
怒
り
の
声
も

出
ず
法
廷
全
体
が
凍
り
つ
き
ま

し
た
。

こ
の
事
件
は
、
２
０
１
６
年

５
月
、
足
立
区
の
柳
原
病
院
で

全
身
麻
酔
を
し
て
右
胸
か
ら
乳

腺
腫
瘍
を
摘
出
す
る
手
術
を
執

刀
し
た
外
科
医
師
が
女
性
患
者

か
ら
「
術
後
に
わ
い
せ
つ
行
為

を
さ
れ
た
」
と
訴
え
ら
れ
た
事

件
。

11年
８
月
に
「
準
強
制
わ

い
せ
つ
罪
」
で
逮
捕
さ
れ
て
１

０
５
日
間
拘
留
。
外
科
医
師
は

一
貫
し
て
無
罪
を
主
張
し
て
い

ま
す
。
た
た
か
い
は
最
高
裁
の

場
と
な
り
ま
す
。

外
科
医
師
を
守
る
会
で
は
、

８
月

28日
に
集
会
を
ひ
ら
き
、

一
日
も
早
く
無
罪
を
確
定
さ
せ

る
た
め
に
支
援
の
輪
を
広
げ
る

活
動
に
と
り
く
む
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

信
じ
ら
れ
な
い
実

刑
判

決
乳
腺

外
科

医
師

冤
罪

事
件

た
た
か

い
は

最
高

裁
へ

判決主文を開き、裁判所の外に待つ支援者やマスコミ

に無罪を知らせる支援者

お
知

ら
せ

今
年
９
月
開
催
予
定
の

東
京

母
親
大

会
、

11月
に
沖
縄
県
で
開
催
予
定

の
日
本
母
親
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

高
裁
判
決
は
、
准
看
護

師
に
過
失
が
あ
る
か
否
か

を
検
討
す
る
中
で
、
「
食
品

提
供
行
為
が
持
つ
意
味
」

を
論
じ
、
「
間
食
を
含
め
て

食
事
は
人
の
健
康
や
身
体

活
動
を
維
持
す
る
た
め
だ

け
で
な
く
、
精
神
的
な
満

足
感
や
安
ら
ぎ
を
得
る
た

め
に
有
用
か
つ
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
人
の

身
体
的
リ
ス
ク
等
に
応
じ

て
幅
広
く
様
々
な
食
物
を

摂
取
す
る
こ
と
は
人
に

と
っ
て
有
用
か
つ
必
要
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
介
護
施
設
や
医
療
関

係
者
は
、
今
回
の
高
裁
判

決
で
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
や
喜
び
を
実
現
す
る
現

場
で
働
く
職
員
は
、
自
ら

の
素
晴
ら
し
い
存
在
意
義

を
自
覚
し
、
よ
り
よ
い
介

護
を
実
践
す
る
上
で
誇
り

を
持
て
る
と
喜
ん
で
い
ま

す
。

介護に誇りを与える高裁判決
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秋
田
県
大
館
市
は
、
四
方
を

山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
所

で
す
。
天
然
温
泉
が
随
所
に
あ

り
、
地
元
の
人
た
ち
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
き
り
た

ん
ぽ
や
曲
げ
わ
っ
ぱ
（
杉
の
薄

い
板
で
作
る
弁
当
箱
な
ど
）
の

名
産
品
が
あ
り
ま
す
。
大
館
駅

で
秋
田
犬
の
像
が
出
迎
え
て
く

れ
ま
す
。
昨
年
、
駅
の
近
く
に

「
秋
田
犬
の
里
」
観
光
交
流
施
設

が
完
成
し
ま
し
た
。

大
館
地
方
の
花
岡
鉱
山
は
、

明
治
時
代
に
銅
・
亜
鉛
等
を
含

む
黒
鉱
が
発
見
さ
れ
、
平
成
６

年
ま
で
掘
り
続
け
ら
れ
、
繁
栄

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

戦
時
中
１
９
４
５
年
、
花
岡

鉱
山
に
強
制
連
行
さ
れ
た
中
国

人
は
、
過
酷
な
労
働
や
虐
待
に

よ
る
死
者
の
続
出
に
耐
え
か
ね
、

一
斉
蜂
起
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

警
察
や
憲
兵
隊
に
鎮
圧
さ
れ
、

４
０
０
人
以
上
が
死
亡
し
た
の

で
す
。
花
岡
町
で
は
、
毎
年
６

月
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

や
は
り
風
化
さ
せ
な
い
こ
と
が

大
切
と
思
い
ま
す
。

実
家
は
専
業
農
家
で
大
館
市

街
か
ら
車
で

20分
位
。
裏
に
山
、

前
に
田
ん
ぼ
が
広
が
り
、
水
の

お
い
し
い
村
で
す
。

友
だ
ち
と
山
で
杉
の
葉
（
落

葉
し
乾
燥
し
た
状
態
）
を
拾
い

集
め
背
負
っ
て
帰
る
と
、
母
に

「
焚
き
付
け
に
な
る
よ
」
と
喜
ん

で
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。

新
米
が
と
れ
た
晩
秋
の
頃
か

ら
母
は
き
り
た
ん
ぽ
作
り
を
始

め
ま
す
。
２
㎝
角
で
長
さ

30㎝

位
の
串
に
、
炊
き
た
て
ご
飯
を

こ
ね
て
か
ら
ペ
タ
ペ
タ
と
巻
き

つ
け
ま
す
。
そ
し
て
薪
ス
ト
ー

ブ
の
上
で
こ
ん
が
り
と
焼
き
ま

す
。
父
が
放
し
飼
い
の
に
わ
と

り
を
さ
ば
い
て
肉
汁
を
作
り
、

焼
い
た
た
ん
ぽ
を
切
っ
て
入
れ
、

ご
ぼ
う
等
の
野
菜
と
一
緒
に
コ

ト
コ
ト
煮
て
食
べ
ま
す
。
き
り

た
ん
ぽ
は
一
番
の
ご
ち
そ
う
で

し
た
。

秋
田
は
雪
国
。
子
ど
も
の
頃

は
豪
雪
で
、
３
月
に
入
る
と
残

雪
に
雨
が
降
り
、
冷
え
込
む
と

田
ん
ぼ
が
硬
い
雪
に
な
り
ま
す
。

そ
の
上
を
歩
い
て
登
校
す
る
の

が
新
鮮
で
し
た
。

今
年
は
雪
が
降
っ
て
も
積
も

ら
ず
雪
国
の
風
景
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
や
は
り
温

暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
。

改
め
て
思
い
出
し
懐
か
し
さ

で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

お
ふ
く
ろ
の
味

き
り
た
ん
ぽ

秋田県

北葛西 由利 良子

今
年
の
平
和
大
行
進
は
、
例

年
の
市
川
橋
か
ら
の
出
発
式
を

変
更
し
て
、
７
月

27日
中
央

森
林
公
園
か
ら
船
堀
街
道
を
経

由
し
新
小
岩
駅
を
通
り
、
葛
飾

の
せ
せ
ら
ぎ
パ
ー
ク
ま
で
行
進

を
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
江
戸
川
区
原
爆

被
害
者
の
会
代
表
の
山
本
宏
さ

ん
を
は
じ
め
、
各
団
体
よ
り
参

加
が
あ
り
健
康
友
の
会
か
ら
は

14人
、
全
体
で
は

80数
人
で

し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
す
べ

て
の
行
事
が
中
止
ま
た
は
延
期

に
な
る
中
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
三
密
に
な
ら
な
い
屋

外
行
事
で
も
あ
り
、
核
兵
器
廃

絶
と
世
界
の
平
和
を
願
い
、
予

定
通
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ー
ス
は
い
つ
も
と

違
い
人
通
り
が
大
変
多
く
、

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
実
現

し
よ
う
・
ノ
ー
モ
ア
ヒ
ロ
シ

マ
、
ノ
ー
モ
ア
ナ
ガ
サ
キ
」
な

ど
と
訴
え
、
「
青
い
空
」
を
合

唱
し
な
が
ら
沿
道
の
人
達
に
平

和
大
行
進
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
行
進
途
中
で
雨
に
な
り
ま

し
た
が
最
後
ま
で
元
気
に
歩

き
、
葛
飾
の
皆
さ
ん
と
共
に
引

き
継
ぎ
式
を
行
い
無
事
終
了
し

ま
し
た
。

（
矢
野
）

着なくなった着物で

洋服や小物づくり

●毎週(金）

10 時～ 13 時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●飲み物は各自持参

●10人程度（予約制）

手芸・小物づくり他

●毎週火・水・木

10時～ 15 時

●9 月より再開予定

※参加希望者は、

予約して下さい。

担当・桜井まで。

＜ 090-4429-3441 ＞

○さわやか喫茶（食事会）

○囲碁・将棋クラブ

○カラオケお楽しみ会

○ほっとカフェ

○コカリナサークル

○健康体操

○うたごえ喫茶

○手芸サークル

○カラオケサークル

休
止

中
の

サ
ー

ク
ル

着物リメイクの会 一之江センター

雨にもまけずコロナにもまけず、核兵器のない世界

の実現願って、アピール行進した友の会のみなさん

コ
ロ
ナ
禍

で
も
核

兵
器

廃
絶

を
願

っ
て

２
０

２
０
年
江
戸
川
平
和
大

行
進

コロナと梅雨の鬱陶しい気分を吹き払うような梅雨

の晴れ間の 7月 19 日、第 40 回江戸川原爆犠牲者追悼

式が滝野公園で催されました。

今年はコロナ禍の影響で、追悼碑前での献花のみの

式典となりました。初めに追悼碑の会代表幹事の山本

宏さんが挨拶。「被爆後 75 年、追悼碑建立 40 年の節

目に、被爆証言（宍戸昌秀さん）と若い世代の発言

（平井西小 5年生）はユーチューブで発表しています。

核兵器廃絶国際署名は、現在江戸川で 3万８千筆、ま

だ継続中ですので、よろしくお願いします。」この後、

山本さんは佐々木禎子さんを偲んで「原爆少女の像」

を吟じ奉納しました。

約 130 人の長い行列で

献花が続きました。あの

日水を欲しがっていた犠

牲者に「いっぱい飲んで

ください」と碑には惜し

みなく水が注がれました。

友の会からは猪瀬会長ほ

か数名が参列しました。

（小林）

あの日思わす青空の下

原爆犠牲者を追悼し献花

椅子に腰掛け、背筋を伸ばし片足

を水平位まであげ、５秒保ちます。

左右１０回ずつ行ないます。

床にかかとを着け、腰を伸ばし、

つま先を上に向け、床から１０ｃｍ

ぐらい上げます。５秒保ち元に

戻します。

左右１０回ずつ行ないます。

仰向けに寝て、片方の膝を立て体を支え、一方

の膝を伸ばし、足を床から10～１５ｃｍ上げ５秒保

ちます。これを左右１０回ずつ行います。

仰向けに寝て、片方の膝の下に、小さな枕やタ

オルを丸めたものを入れ、床におしつけるよう

に大腿部に力を入れ５秒保ちます。これを左右

１０回ずつ行います。

膝を軽く曲げ、太ももの間に大きめの軟らか

いボールをはさみ、左右のももでボールを

つぶすように押し、３～５秒保ちます。ボール

は床につけた状態で行なってください。左右

１０回ずつ行います。

碑の前で、親子で平和を願う

太ももの筋肉を鍛える 膝痛にも効きます （東京都医師会ロコモ体操より）
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▼
俳

句
江
戸
川

長
沢
常
良

土
鈴
買
う
入
谷
の
富
士
の
山
開
き

笛
吹
川
大
曲
り
し
て
芙
美
子
の
忌

夾
竹
桃
昭
和
一
け
た
元
気
だ
ぞ

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

久
び
さ
に
友
も
巣
ご
も
り
色
白
く

楽
し
み
な
流
し
そ
う
め
ん
今
年
無
く

涼
し
げ
な
柄
の
手
作
り
夏
マ
ス
ク

石
甲
斐
初
魚

ザ
リ
ガ
ニ
を
鳥
賊
で
釣
る
子
や
コ
ロ
ナ
の
日

沈
丁
花
の
匂
ひ
び
し
て
路
地
暮
る
る

▼
川

柳
江
戸
川

小
林

功

動
き
回
る
子
ど
も
は
無
縁
肩
の
凝
り

入
学
式
友
み
な
マ
ス
ク
歌
も
無
く

ネ
ク
タ
イ
の
締
め
方
忘
れ
あ
せ
る
通
夜

戦
争
も
疫
病
炎
暑
も
く
ぐ
り
抜
け

３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

地
元
の
活
動
に
参
加
し
て

北
葛
西

笹
本

美
園

各
地
域
で
参
加
さ
れ
て
い
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
地
元
の
「
く

す
の
き
ク
ラ
ブ
」
に
現
在
携
わ
っ
て

い
ま
す
の
で
そ
の
活
動
の
一
端
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

老
人
会
を
江
戸
川
区
で
は
「
く
す

の
き
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
名
称
で
呼
ん

で
い
ま
す
。
私
は
地
元
の
宇
喜
田
新

町
自
治
会
に
所
属
す
る
「
く
す
の
き

新
町
長
寿
会
」
の
役
員
の
任
務
に
つ

い
て
お
り
ま
す
。
財
政
的
に
は
江
戸

川
区
と
自
治
会
の
助
成
金
で
運
営
し

て
い
ま
す
。
平
成

22年
の
世
話
人
よ

り
は
じ
ま
り
、
会
計
、
副
会
長
を
経

て
平
成

29年
よ
り
会
長
の
任
に
あ
り

ま
す
。
と
に
か
く
忙
し
い
の
で
す
。

現
在
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
集
合
し
て

の
会
議
は
無
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

月
一
回
の
会
長
の
集
ま
り
（
定
例
理

事
会
）
、
専
門
部
の
会
議
も
年
２
～
３

回
、
専
門
部
の
担
当
す
る
行
事
の
際

は
、
要
員
と
し
て
の
仕
事
も
あ
り
ま

す
。地
元
の
ク
ラ
ブ
で
は
、
ダ
ン
ス
ス

テ
ッ
プ
を
基
に
し
て
の
リ
ズ
ム
運
動

を
主
催
し
て
お
り
、
毎
週
金
曜
日
午

後
二
時
間
。
月
一
回
の
う
た
う
会
。

年
一
回
の
総
会
と
懇
親
会
、
新
年

会
、
そ
し
て
誕
生
会
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
現
在
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
多
人

数
の
飲
食
を
伴
う
会
食
は
自
粛
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
時
々
の
行

事
の
段
取
り
、
準
備
は
役
員
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
パ

ソ
コ
ン
の
入
力
は
、
役
員
の
方
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
が
、
月
一
回

ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
も
行
っ
て
い
ま

す
。活
動
に
参
加
し
は
じ
め
た
頃
は
組

織
の
こ
と
も
余
り
分
か
ら
ず
、
全
体

像
が
見
え
な
か
っ
た
り
も
し
ま
し
た

が
、
段
々
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
何
よ
り
も
地
元
の
同
世
代
の

方
々
と
交
流
を
深
め
た
り
、
他
の
地

区
の
方
と
も
知
り
合
い
に
な
っ
た

り
、
得
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
の
が

実
感
で
す
。

個
人
的
に
は
、
朗
読
と
大
正
琴
の

サ
ー
ク
ル
を
、
ま
た
、
９
条
の
会
の

活
動
な
ど
に
も
参
加
し
て
お
り
、
皆

様
も
ぜ
ひ
自
治
会
や
「
く
す
の
き
ク

ラ
ブ
」
の
活
動
に
参
加
さ
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
短

歌
西
瑞
江

豊
田

育
子

無
差
別
に
町
を
襲
ひ
し
米
軍
の
機
銃
掃
射
に
友
は
斃
れ
ぬ

た
お

下
町
の
大
空
襲
に
逃
げ
場
な
く
学
校
プ
ー
ル
に
児
童
ら
死
に
た
り

慰
霊
堂
の
め
ぐ
り
に
鳩
は
群
が
れ
り
七
十
五
年
い
く
さ
無
き
地
に

戦
災
に
果
て
し
命
は
何
語
る
こ
の
街
に
住
み
し
平
凡
な
日
々
を

空
襲
に
別
れ
し
ま
ま
の
わ
が
友
よ
七
十
五
年
少
女
の
ま
ま
に

エッセイ

長
野
県
の
特
養
施
設
「
あ
ず

み
の
里
」
で
、
２
０
１
３
年

12月

入
所
女
性
（
当
時

85

才
）
に

ド
ー
ナ
ツ
を
与
え
て
窒
息
さ

せ
、
そ
の
後
死
亡
さ
せ
た
と
し

て
業
務
上
過
失
致
死
罪
に
問
わ

れ
、
２
審
で
逆
転
無
罪
判
決
が

言
い
渡
さ
れ
た
女
性
准
看
護
師

（

60才
）に
つ
い
て
東
京
高
検
は
、

８
月

1 1日
上
告
を
断
念
し
ま
し

た
。
無
罪
が
確
定
し
ま
し
た
。

高
検
の
検
事
は
「
判
決
内
容

を
十
分
に
検
討
し
た
が
適
法
な

上
告
理
由
が
見
出
せ
な
か
っ

た
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
出
し
ま
し

た
。

介
護
中
の
急
変
で
個
人
の
刑

事
責
任
が
問
わ
れ
た
異
例
の
裁

判
で
、
介
護
や
医
療
関
係
者
は
、

准
看
護
師
の
過
失
を
認
め
た
一

審
判
決
に
「
現
場
を
萎
縮
さ
せ
、

担
い
手
が
い
な
く
な
る
」
な
ど

と
世
論
に
訴
え
無
罪
を
求
め
る

要
請
署
名
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

江
戸
川
友
の
会
も
東
部
ブ

ロ
ッ
ク
の
皆
さ
ん
と
共
に
署
名

を
集
め
、
現
地
の
長
野
県
に
送

り
ま
し
た
。

准
看

護
師

の
逆

転
無

罪
確

定

「
特

養
あ
ず
み
の
里
」
控
訴
審
判
決

東
京
高
裁
は
、
７
月

13日
、

乳
腺
外
科
医
師
冤
罪
事
件
の
一

審
無
罪
判
決
を
破
棄
し
て
、
懲

役
２
年
の
実
刑
判
決
を
言
い
渡

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
瞬

間
、
弁
護
人
も
傍
聴
人
も
信
じ

ら
れ
な
い
と
い
う
驚
き
の
表
情

で
予
想
も
し
な
か
っ
た
不
当
判

決
に
唖
然
と
し
て
怒
り
の
声
も

出
ず
法
廷
全
体
が
凍
り
つ
き
ま

し
た
。

こ
の
事
件
は
、
２
０
１
６
年

５
月
、
足
立
区
の
柳
原
病
院
で

全
身
麻
酔
を
し
て
右
胸
か
ら
乳

腺
腫
瘍
を
摘
出
す
る
手
術
を
執

刀
し
た
外
科
医
師
が
女
性
患
者

か
ら
「
術
後
に
わ
い
せ
つ
行
為

を
さ
れ
た
」
と
訴
え
ら
れ
た
事

件
。

11年
８
月
に
「
準
強
制
わ

い
せ
つ
罪
」
で
逮
捕
さ
れ
て
１

０
５
日
間
拘
留
。
外
科
医
師
は

一
貫
し
て
無
罪
を
主
張
し
て
い

ま
す
。
た
た
か
い
は
最
高
裁
の

場
と
な
り
ま
す
。

外
科
医
師
を
守
る
会
で
は
、

８
月

28日
に
集
会
を
ひ
ら
き
、

一
日
も
早
く
無
罪
を
確
定
さ
せ

る
た
め
に
支
援
の
輪
を
広
げ
る

活
動
に
と
り
く
む
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

信
じ
ら
れ
な
い
実

刑
判

決
乳
腺

外
科

医
師

冤
罪

事
件

た
た
か

い
は

最
高

裁
へ

判決主文を開き、裁判所の外に待つ支援者やマスコミ

に無罪を知らせる支援者

お
知

ら
せ

今
年
９
月
開
催
予
定
の

東
京

母
親
大

会
、

11月
に
沖
縄
県
で
開
催
予
定

の
日
本
母
親
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

高
裁
判
決
は
、
准
看
護

師
に
過
失
が
あ
る
か
否
か

を
検
討
す
る
中
で
、
「
食
品

提
供
行
為
が
持
つ
意
味
」

を
論
じ
、
「
間
食
を
含
め
て

食
事
は
人
の
健
康
や
身
体

活
動
を
維
持
す
る
た
め
だ

け
で
な
く
、
精
神
的
な
満

足
感
や
安
ら
ぎ
を
得
る
た

め
に
有
用
か
つ
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
人
の

身
体
的
リ
ス
ク
等
に
応
じ

て
幅
広
く
様
々
な
食
物
を

摂
取
す
る
こ
と
は
人
に

と
っ
て
有
用
か
つ
必
要
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
介
護
施
設
や
医
療
関

係
者
は
、
今
回
の
高
裁
判

決
で
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
や
喜
び
を
実
現
す
る
現

場
で
働
く
職
員
は
、
自
ら

の
素
晴
ら
し
い
存
在
意
義

を
自
覚
し
、
よ
り
よ
い
介

護
を
実
践
す
る
上
で
誇
り

を
持
て
る
と
喜
ん
で
い
ま

す
。

介護に誇りを与える高裁判決
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影

響
で
、
２
０
１
９
年
度
の
定
期

総
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
７
月
に
開
い
た
友
の

会
役
員
会
は
、
総
会
に
代
わ
る

機
関
と
し
て
、
２
０
１
９
年
度

の
活
動
を
ま
と
め
、
会
計
決
算

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
２
０
２

０
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
方
針
を
継
続
す
る

こ
と
と
し
、
予
算
を
決
め
、
あ

わ
せ
て
役
員
も
全
員
留
任
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
以
下
、

活
動
方
針
の
要
旨
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

２
０

２
０

年
度

活
動

方
針

「
コ
ロ
ナ
感
染
社
会
」
と
い

う
特
別
な
状
況
下
で
は
、
会
員

の
安
全
・
安
心
が
第
一
で
す
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
対
策
を
講

じ
、
工
夫
し
た
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

◎
会
員
・
区
民
を
対
象
に
「
命

と
く
ら
し
を
守
る
友
の
会
電

話
相
談
」
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
気
に
な
る
会

員
、
特
に
高
齢
会
員
へ
の
訪

問
活
動
も
お
こ
な
い
ま
す
。

◎
「
全
世
代
型
社
会
保
障
」
の

名
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医
療

費
の
窓
口
負
担
の
２
割
引
き

上
げ
、
高
齢
者
雇
用
の
押
し

つ
け
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料

化
、
要
介
護
１
・
２
の
生
活

援
助
の
見
直
し
な
ど
に
反
対

し
、
社
会
保
障
の
拡
充
を
求

め
る
運
動
を
進
め
ま
す
。

◎
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」

を
広
げ
て
、
日
本
政
府
が

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
を
支

持
す
る
側
に
立
つ
よ
う
、
ま

た
、
世
界
で
条
約
が
発
効
す

る
よ
う
世
論
を
高
め
る
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

改

憲
発
議
に
反
対
す
る
「
全
国

緊
急
署
名
」
を
広
げ
、
憲
法

の
平
和
・
人
権
・
民
主
主
義

が
生
か
さ
れ
る
政
治
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

◎
江
戸
川
社
会
保
障
推
進
協
議

会
、
原
水
協
な
ど
区
内
の
民

主
団
体
と
連
携
し
、
江
戸
川

区
へ
の
要
望
活
動
、
大
気
汚

染
を
な
く
す
会
と
共
に
自
転

車
レ
ー
ン
の
増
設
、
沿
道
緑

化
な
ど
、
き
れ
い
な
空
気
と

緑
を
増
や
す
、
公
害
を
な
く

す
活
動
に
と
り
く
み
ま
す
。

◎
江
戸
川
区
の
熟
年
者
健
診
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

な
ど
の
健
診
の
声
か
け
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
事
業
で

あ
る
「
サ
ロ
ン
･
さ
わ
や
か
喫

茶
」
の
利
用
者
を
増
や
す
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

◎
楽
し
み
と
生
き
が
い
が
う
ま

れ
る
「
友
の
会
サ
ー
ク
ル
活

動
」
を
活
発
に
し
、
仲
間
増

や
し
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

◎
医
療
・
介
護
・
年
金
な
ど
、

権
利
と
し
て
の
社
会
保
障
制

度
の
学
習
活
動
を
す
す
め
ま

す
。

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、飛沫を抑え

るマスク着用は定着しましたが、鼻汁や唾液が手と物を

介して「接触感染」しないよう引き続き注意が必要で

す。

むやみに顔を触らないことや、こまめな手洗いが勧め

られています。手洗いは石けんを使うと良いのですが、

流水で丁寧に洗うだけでも十分ウイルス量を減らせま

す。洗い場がないときの手指の消毒は、アルコールを

しっかりすり込みましょう。

ウイルスが付着した可能性がある共用部のドアノブや

トイレの流水レバー、コンピュータのキーボードなどを

消毒することも必要です。これらは貴重なアルコールや

面倒な塩素系薬品を使わなくても、低刺激の台所用合成

洗剤を活用して簡単に消毒できます。

国の感染症情報センターが 2003年に出した「SARSに

関する消毒（三訂版）」では、台所用合成洗剤に浸した

雑巾でテーブルを 2度拭き、食器は洗剤に 5分以上浸し

たあと通常の洗浄を行うという方法を示しました。さら

に経済産業省は今年 5月、新型コロナウイルスへの効果

を確認した NITE（独立行政法人 製品評価技術基盤機

構）の研究を紹介し、「ご家庭にある洗剤を使って身近

な物の消毒をしましょう」と発信しています。

消毒液の作り方は、500mlの水に対して 5ml程度以上

の台所用合成洗剤を加えるだけです。経産省は消毒した

物が傷むことを恐れて仕上げ拭き（水拭き＋乾拭き）を

求めていますが、すでに希釈済みの台所用洗剤は「2度

拭きいらず」をうたっています。完璧を求めず、長く実

施できる省力化も大切ではないでしょうか。

危険な消毒薬は避けて

厚生労働省などから塩素系漂白剤を使う方法が紹介さ

れていますが、お勧めできません。漂白剤の成分「次亜

塩素酸ナトリウム」は、塩素を安定化するため強アルカ

リ性となっています。金属や繊維を腐食させ、吸い込む

と呼吸器系の問題も引き起こす危険な物質です。消毒の

効果は確実ですが、「こん棒でハエを叩くようなもの」

と評価されています。

名前のよく似た「次亜塩素酸水」は十分な濃度と量が

なければコロナウイルスに対して有効でなかったとの報

告があり、注意を喚起しています。塩素が体質的に合わ

ない人への配慮が必要で、噴霧して使うことは避けてく

ださい。 「いつでも元気」誌より転載

編
集
後
記

友
の
会
だ
よ
り
は
現
在
８
人
の
編
集
委

員
が
携
わ
っ
て
編
集
会
議
を
行
い
、
友

の
会
の
皆
様
に
ほ
ぼ
毎
月
た
よ
り
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
▼
最
近
は
編
集
作
業

中
に
終
息
が
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
情
報
・
話
題
で
持
ち
切
り
で

す
。
身
近
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
し
た
人
、

検
査
が
な
か
な
か
受
け
ら
れ
な
い
人
、

ま
た
無
症
状
陽
性
者
か
ら
の
罹
患
で
感

染
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
等
様
々
で

す
。
最
近
で
は
家
庭
内
感
染
の
報
道
も

多
く
若
年
層
・
高
齢
者
層
問
わ
ず
感
染

リ
ス
ク
が
高
ま
り
不
安
が
募
っ
て
い
ま

す
▼
世
田
谷
モ
デ
ル
の
事
例
も
あ
り
、

不
安
を
取
り
除
く
に
は
一
刻
も
早
く
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
必

要
な
人
が
必
要
な
時
に
、
す
ぐ
に
検
査

が
出
来
る
体
制
の
拡
充
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
▼
今
年
は
長
い
梅
雨
が
明
け
た

途
端
に
猛
暑
が
続
き
、
コ
ロ
ナ
感
染
予

防
対
策
だ
け
で
な
く
、
熱
中
症
対
策
も

大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。
就
寝
時
も
エ

ア
コ
ン
を
か
け
、
健
康
に
留
意
し
て
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（
矢
野
）

役立つ健康メモ 79 薬の話№48

コロナの感染予防と消毒

２
０
１
９
年
度
活
動
の
ま
と
め

及
び

２
０
２
０
年
度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て

江
戸
川
健
康
友
の
会

役職名 氏 名 地 域

会 長 猪 瀬 悠 紀 子 中 央

副 会 長

鈴 木 正 美

矢 野 孝

渡 辺 利 子

西 葛 西

葛 飾 細 田

東 瑞 江

事 務 局 長 黒 木 武 義 南 葛 西

事務局次長

佐 藤 翼

丸 山 愛 三

石 川 恵 一

西 山 千 尋

藤 巻 良

西 葛 西

松 島

職 員

職 員

職 員

幹 事

青 柳 恵 美 子

有 馬 三 郎

荒 川 す み 子

石 井 う た

石 井 勝 治

伊 藤 信 子

飯 島 新 二

今 関 カ ネ 子

臼 井 佑 希 子

遠 藤 哲

太 田 美 音

久 高 美 枝 子

小 林 功

櫻 井 和 代

佐 藤 ケ イ 子

嶋 村 伸 子

武 居 一 夫

高 野 芳 子

千 葉 邦 彦

寺 澤 カ ツ

遠 田 雄 一

中 村 栄 子

日 影 館 一

福 本 悦 子

正 木 千 恵

森 岡 糸 子

森 野 操

渡 部 周 次 郎

松 島

北 葛 西

東 瑞 江

西 葛 西

西一之江

東 葛 西

西 葛 西

清 新 町

南 篠 崎

南 葛 西

清 新 町

南 葛 西

江 戸 川

江 戸 川

東 葛 西

東 葛 西

中 葛 西

南 小 岩

南 葛 西

南 葛 西

中 葛 西

鹿 骨

職 員

中 葛 西

南 葛 西

臨 海 町

西 瑞 江

一 之 江

会 計 監 査
表 優 子

金 谷 昇 一

職 員

中 央

相 談 役 八 巻 登 北 篠 崎

2020年度役員（留任）
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※休診日は日曜・祭日・年末年始

新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 財津祐典 松村所長

新田英昭注②
診療受付

10:00～
12:30

（訪問診察）

関口康宣

第1.3.5
森田
第2.4

工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来

松村所長

注①
予約外来

松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来

松村所長

関口康宣 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～
12時30分

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・神経内科)

青山麻織
（糖尿病・
予約制）

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村所長

(内科)

外来休診

田村所長

(訪問診療)

外来休診

佐野裕之

(訪問診療)

田村所長
(内科)

訪問診療

鎌田

外来休診

休診田村所長

(訪問診療)

夜間

18時～20時
休診

田村所長

(内科)

大倉哲朗

(内科外科)
休診

田村所長

(内科)
休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 瀬底

午後

14時～17時
高野所長 高野所長

外来休診
高野所長

外来休診
休診

訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ

バ
ス

ケ
ッ

ト

葛
西

み
な

み
高

校
入

口

環
七

通
り

↑

バスターミナル

浦安方面→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

環
七
通

り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街
道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

新
小
岩

駅

平
和
橋
通
り

松
島

四
丁

目
公

園

市
川
方
面
→

松
島
通
り

新
小

岩
診
療

所
↓

江
戸
川
区
で
は
今
年
も
国
保
・

長
寿
健
診
が
無
料
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

10月
末
ま
で
お
こ
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

受
診
対
象
は
、
国
保
健
診
が

15

才
～

74才
で
、
区
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
の
方
。
長
寿
健
診
は

75

歳
以
上
で
区
民
の
方
で
す
。
対
象

者
に
は
区
役
所
か
ら
受
診
券
が
届

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
早

め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
も

受
診
券
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
方

は
、
区
の
医
療
保
険
課
（
直
通
電

話
５
６
６
２
―
０
６
２
３
）
に

連
絡
し
、
名
前
と
生
年
月
日
を
伝

え
て
再
発
行
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

身
体
健
診
の
あ
と
は

歯
の
チ
ェ
ッ
ク
受
け
よ
う

噛
め
な
い
食
品
が
増
え
た
、
む

せ
る
、
食
べ
こ
ぼ
す
、
何
と
な
く

会
話
が
し
に
く
く
な
っ
た
、
食
欲

が
な
い
、
少
し
し
か
食
べ
ら
れ
な

い
…
な
ど
。
最
近
こ
の
よ
う
な
お

口
の
衰
え
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
身

体
の
健
診
を
受
け
た
後
は
「
江
戸

川
歯
つ
ら
つ
チ
ェ
ッ
ク
」
が
あ
り

は

ま
す
。
無
料
で
年
１
回
受
診
で
き

ま
す
。
近
く
の
か
か
り
つ
け
歯
医

者
さ
ん

〝
歯
つ
ら
つ
チ
ェ
ッ
ク
を

は

受
け
た
い

〟
と
電
話
予
約
し
て
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
（
指
定
歯
科
医

院
に
は
ピ
ン
ク
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が

貼
っ
て
あ
り
ま
す
）

友
の
会
が
紹
介
す
る
診
療
所

◎
新
小
岩
診
療
所

松
島
４
‐

27‐
２

℡
３
６
５
１
‐
２
９
４
４

（
必
ず
電
話
予
約
を
）

◎
葛
西
み
な
み
診
療
所

南
葛
西
２
‐

12‐
１

℡
５
６
７
９
‐
７
１
４
４

（
必
ず
電
話
予
約
を
）

※
火

・
金

曜
日

が
比

較
的

空
い

て
い

ま
す

。

◎
一
之
江
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

一
之
江
３
‐
２
‐

35

℡
３
６
５
６
‐
６
６
８
８

（
予
約
不
要
）

※
受
診
の
際
は
、
マ
ス
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10月
末
ま
で
区
が
無
料
で
実
施

葛西みなみ診療所で受診する会員さん
毎年早めの受診を勧めています

江戸川健康友の会は、毎年 10 月の乳

がんの早期発見を呼びかける｢ピンクリ

ボン運動」月間に乳がん健診を実施し

ていますが、今年は新型コロナ感染の

影響で実施できなくなりましる。受診

を予定している会員の方は「江戸川区

医療検査センター」（タワーホール船堀

６階・℡：5171-8818 要予約）をご利用

ください。

子宮がん検診につ

いても実施できませ

んので、区内の医療

機関をご利用くださ

い。


